
デジタル技術は、私たち開業
医にも身近なものになってきました。
CAD/CAM 冠の保険導入に続
き、近いうちに光学印象が保険導
入されるといううわさもあり、一気に
補綴治療のデジタル化が進む気
配です。
歯科補綴物の製作は、印象→

模型製作→ワックスアップ→鋳造
という流れは 30 年以上も前から確
立しており、私が歯科医師になっ
てから多少の材料の進歩はあるも
のの仕事の流れは変わっていませ
ん。補綴物製作には多くの工程が
あるため、その過程で生じる寸法
変化やミスが完成品の精度に影響
します。それが、デジタル化されれ

ば、口腔内を直接スキャンして、そ
の情報を技工所に送り、データを
基にデザインして切削加工するよう
になるということで、工程の大部分
を省略でき、精度は向上すると言

われています。考えてみれば工業
界ではさまざまな光学機器が発展
しているのに、30 年以上仕事の
流れが変わっていないこと自体、遅

れている分野と言えるかもしれませ
ん。印象材や石膏が必要なくなれ
ば、購入費用の削減と水回りがき
れいになり、そしてゴミが減らせま
す。人件費も減らすことができる可

能性があります。しかし今のところ、
軟組織に乗る有床義歯におけるデ
ジタル技術の開発は遅れていて、
まだしばらくは印象、模型レスとは

いかないようです。
技工所との付き合い方も変わっ

てくると思われます。インターネット
でデータの共有化はできますが、
作っている人と顔を会わせることは
なくなります。また大手技工所は設
備投資ができますが、地域の小規
模な所は生き残ることができるので
しょうか。
まだまだ高価ですが、先日の東
京デンタルショウでは、口腔内ス
キャナーのブースには多くの人が
集まっており関心が高まっているこ
とは確かです。デジタル化がより歯
科医師にとって身近なものになり、よ
り良い診療に結びついていくことを
期待しています。
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